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【Abstract】
　This essay describes a personal experience of encountering to both monetarism and libertarianism. 
And also describes how the writer became a monetarist and a libertarian. While a monetarist claims that 
money does matter, he believes that free market economy is also important. The writer explaines about 
the Mont Pelerin Society which advocates libertarianism. Finally the writer analyzes some Japanese 
historical economic events as a monetarist.
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ン（Paul Samuelson, 1915-2009 年，1970 年にノー
ベル経済学賞受賞）が Economics: An Introduc-














































































































1992 年）12），筆者が 1973 年にシカゴ大学経済学
部の Ph.D. 課程に入学を許可された時の Director 








れました。先生は 5 大陸 7 か国の大学で教鞭を
とったことで有名です。また，1971 年に当時ニ
クソン政権の大統領経済諮問委員長であったマク





　ベッカー先生（Gary S. Becker, 1930-2014 年，
1992 年にノーベル経済学賞受賞）は，1971 年秋





























1971 年 8 月にフリードマン流の日本の暫定マネー


















































る Price Theory Ⅰ，マクロ経済学に相当する
Demand and Supply for Money and Other 
Financial Assets，それと統計学，Elements of 
Statistical Inference の 3 科目を履修しました 15）。
シカゴ大学はクォータ学期制を採用しているので，
秋学期，冬学期，春学期，夏学期となります。秋，
冬，春学期は 10 週間の授業と 11 週目に試験があ
ります。経済学部（大学院）は夏学期の授業はあ
りませんが，ビジネス・スクールは 9 週間の授業
と 10 週目の試験でした。3 科目の履修ですが，1
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Friedman（1976 年），Becker（1992 年），Heckman 











ま し た。 ベ ッ カ ー 先 生 は，「University of 


























Patterns of Japanese Economic Development: A 







Growth in Prewar Japan （New Haven: Yale 

















































































































ス」25）では，1979 年から 1984 年の米国経済を貨
幣的側面から考察しています。この期間は，1979
『和光経済』第 50 巻第 3 号6
年 10 月 6 日に採用された「新金融調整方式」に
よる「マネタリズムの実験」と呼ばれる 1982 年

































ルの K が急増してきています。1988 年のマー









年から 2 年後に GNP デフレータに影響を与える



















前年同月比）が，1990 年 4 月 5 月をピークにし




にわたる M2 ＋ CD の伸び率の大幅な減少は，1















































































































ると，ノーベル経済学賞受賞者は，F. A. Hayek 
（1974）, Milton Friedman （1976）, George J. 
Stigler （1982）, James M. Buchanan （1986）, 
Maurice Allais （1988）, Ronald Coase （1991）, 











　2 年に 1 回総会が開かれ，毎年のように地域集
会が開催されます。日本では 1966 年 9 月に東京
地域集会が，1988 年 9 月に東京・京都総会が，
2008 年 9 月に東京総会が開かれました。筆者が









なるために，1997 年 9 月のバルセロナ地域集会
（Barcelona, Spain），1998 年 9 月のワシントン総
会（Washington DC, USA） に 参 加 し て，2000
年 11 月のチリ総会（Santiago, Chile）で入会を
許可されました。
　2008 年 9 月，モンペルラン協会東京総会の運
営・実行委員として活動しました。2008 年 9 月 7
日から 12 日まで，ホテルニューオータニで，モ
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